
アンケート回答へのご協力ありがとうございました。お寄せいただ
いた回答を児童アンケート・教職員アンケートと比較しましたので、
そこから見えてきた成果及び課題についてお知らせいたします。

昨年度より保護者の「４」の割合が大

きく上昇しました。家庭学習が毎日

の習慣になっていることが保護者・

児童の回答から分かります。今後も

家庭と連携し、児童が家庭での学習

に意欲的に取り組めるよう声かけや

具体的な指導を行ったり、家庭に児

童の頑張りの様子をお伝えしていっ

たりします。

今年度より「ICTの活用」について質問
を行っています。学校ではICTの活用
が活発であると回答していますが、宿

題や家庭学習などでの活用が少ない

ためか、児童・保護者の回答は学校ほ

ど高くありません。家庭でどのように

活用させるか、宿題の出し方や働きか

けについてさらに検討していきます。

三者とも「４」・「３」の肯定的意見が９

割を越えています。今後も運動会や学

習発表会などの学校行事を通して協

力することの楽しさや何かをやり遂げ

る事の充実感を体感できるような指

導、またそれら児童の変容が保護者に

伝わるような情報提供を行っていきま

す。

昨年度同様、三者ともに肯定的な回答

が９割を越え、いじめに対する意識の

高さを維持しています。しかし、児童・

教職員の「４」の割合に比較して保護者

の「４」における割合が低いため、学校

におけるいじめ防止の取組やそれにと

もなう児童の変容の様子など、よりき

め細やかにお伝えする必要性を感じて

います。

三者ともに肯定的評価「４」・「３」を合

わせると約9割となっています。しか
し、保護者・児童が「４」と回答した割

合は学校よりも低く、前年度同様、学

校とのとらえ方に差が見られます。今

後、より一層児童の頑張りを認めたり、

家庭へ学習の取組状況や成果をお伝

えしたりするなど、学力に関してわか

りやすく伝えられるよう取り組んでい

きます。

三者ともに肯定的な評価「４」・「３」

を合わせると９割を越えています。

特に児童の評価からは自分自身の

道徳的な心情の高まりを実感でき

ていることがわかります。今後も児

童の道徳的価値観を高められるよ

う、教科を中心に指導を行っていき

ます。



次号では、保護者の皆様か
らお寄せいただいた「明星小
に通わせてよかったと思うと
ころ、満足しているところ」に
ついてお知らせいたします。

保護者・児童の約８割が「４」・「３」の

肯定的意見を回答しています。特に

保護者の「４」が昨年度より増加して

おり、意識的に「早寝・早起き・朝ご

飯」を実践されていることが分かり

ます。今後もご家庭と連携しながら、

健康的な生活習慣を身に付けた児童

の育成を目指します。

体力向上に関しては、学校全体での

様々な場面を活用した取組を行って

いるため、児童・学校共に肯定的意見

の割合が高くなっていますが、保護者

の回答では「４」の割合が低くなって

います。今後も学校での体力向上に

関する取組について積極的にご家庭

にお伝えしながら、体を動かすことの

楽しさを感じられるような体験を増

やしていきます。

肯定的回答が９割以上となっていま

す。校内の教育環境が整備されてお

り気持ちよく過ごせていると感じて

いることが分かります。この状況を今

後も維持していけるよう、掲示物の整

備を行ったり、道徳科や清掃活動等

を通して児童に校舎を大切に美しく

使う意識を育てたりしていきます。

教職員・保護者共に肯定的意見が９

割を越えています。今後は保護者か

らの肯定的意見が100％になるよう、
さまざまな情報提供を通してより一

層保護者の皆さまと連携し、信頼さ

れる学校作りに邁進していきます。

三者共に挨拶に関して肯定的に捉え

ています。特に保護者の「４」の割合

は昨年度より大幅に増加しました。

今後もご家庭と連携しながら、挨拶

の意義や、大切さを考えさせると同

時に、朝の交通安全指導でいただい

たご意見を児童に伝えるなど、他者

の感じ方なども交えながら指導して

いきます。

ゲーム・TV・YouTube視聴等の約束
を守っているかについては、児童と

保護者の「４」の回答に大きく差があ

り、感じ方の違いが浮き彫りになっ

ています。しかし、昨年度より保護者

の「３」の回答数が増え、児童がゲー

ムや動画視聴の正しい使い方につい

て考え、実践している様子がうかが

えます。引き続きご家庭でもルール

やマナーなどについて話し合う機会

を設けてください。

児童・教職員ともに「４」の割合が多

く、昨年度と比べ保護者の「４」の割

合も増えています。今後も、交通安

全指導や命の大切さを考える授業

を実施したり、命を守るための学校

行事等の取組を行ったりして、ご家

庭とも連携しながら危機管理に努め

て参ります。


